
平成２９年５月１５日（月）～平成２９年５月２１日（日）〔平成２９年第２０週〕の感染症発生状況

第２０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)流行性角結膜炎でした。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は８．９７人と前週（９．６９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は４．０６人と前週（３．８１人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は２．６７人と前週（２．８９人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！
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夏の訪れか？アデノウイルス感染症！！

例年夏に流行する疾患として、咽頭結膜熱や流行性角結膜炎が知られていま
すが、いずれもアデノウイルスを主な原因とする感染症です。本市においては、
昨年４月以降、流行性角結膜炎の報告数が多い状況が続いており、咽頭結膜熱
についても、４月下旬以降徐々に報告数が増加してきています。手洗いやタオ
ルの共用を避ける等の予防対策の徹底が重要です。

第２０週報告数第１位

第２０週報告数第２位

●感染経路
患者との接触や、せき・くしゃみ等の飛沫に
より感染します。

●潜伏期間
５～７日間

●主な症状
発熱で発症し、のどの痛み、結膜炎等がみら
れ、通常３～５日間程度続きます。

川崎市における咽頭結膜熱発生状況（５年間）

●感染経路
患者との接触や、ウイルスに汚染されたティッ
シュ、タオル等との接触により感染します。

●潜伏期間
８～１４日間

●主な症状
涙が出る、目やにが出る、まぶたが腫れる、
目が充血する等の症状を伴い突然発症します。

川崎市における流行性角結膜炎発生状況（５年間）流行性角結膜炎について

咽頭結膜熱について


